
番　号 17

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

①実施時期：随時

②対象：令和５年度受け入れ障がい児や障がいの疑いのある幼児

③実施場所：市立幼稚園

④内容：障がい児と他の幼児が共に活動し教育を受ける機会を保障

⑤令和５年度実績（実施事業数、参加者数等）：

令和５年度受け入れ障がい児及び障がいの疑いのある幼児数　773名

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

ノーマライゼーションの理念のもと、教育の公平性・均等性を目指して障がいの有無・程度によらず幼児を受け入れてい

る。同時に、地域の中で、全ての幼児が共に育ちあう教育を推進している。市立幼稚園においては、共に学ぶ教育が進む

よう、配置を要する各園に対して幼稚園介助サポーターを配置する。

― ―

事　業　名 障がい児保育　(２)①７２

所管局区 教育委員会事務局

担当課 初等・中学校教育担当

連絡先 06-6208-8173

FAX 06-6202-7055



番　号 18

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー 〇 ー ー ー 〇 ー

事　業　名 障がい者成人教育

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 6539-3352

FAX 6532-8520

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

障がいのある人の社会参加の促進を目的として、時事問題・体験学習等を中心とした学習機会を提供いたします。

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

令和４年度実績：

視覚障がい者成人学校　7回　延201人

視覚障がい者国語教室　６回　延26人

聴覚障がい者成人学校　15回  延232人

聴覚障がい者国語・口話教室　40回　延273人

障がい者交流学習事業（仲間づくりの教室）　4回×8教室　延1365人

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 19

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー 〇 ー 〇 〇 〇 ー

事　業　名 識字推進事業　（２）②１４９

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6539-3348

FAX 06-6532-8520

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

国際化の進展による新たな外国籍住民および様々な理由により義務教育を十分に受けられなかった人など、様々な理由から日本語の

読み書き、会話等に不自由している方々に対し学習機会を提供し、社会参加促進を図ります。また、教室運営や学習支援・社会参加

のための人材育成を行い、総合的な識字・日本語学習の推進を図ります。

識字・日本語教室に参加するこ

とで、より日本で暮らしやすく

なったと回答する割合92%(令

和7(2025)年度) ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

（１）識字施策の推進

（２）識字・日本語指導者養成事業  ①実施講座数：5講座 ②実施場所：総合生涯学

習センター等 ③受講者数：のべ588人

（３）識字・日本語教室の開設  ①開設教室数：44教室  ②開設場所：市内小・中学

校等30か所  ③受講者数：のべ17,549人（登録者数823人）、ボランティア講師：の

べ10,952人（登録者数418人）

（４）新たな識字・日本語教育体制の構築

・「総合調整会議」、「新たな識字・日本語学習体制検討会議」の実施（計2回）

識字・日本語教室に参加することで、より日本で暮らしやすくなったと回答する割合

95.9％（令和5年度アンケート結果）

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 20

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー 〇 ー 〇 〇 ー 〇

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

・中央図書館と地域図書館の全10館で対面朗読実施(令和5年度末　登録15名、利用

回数798回)

・点字図書・録音図書の貸出実施(令和5年度末 登録者130名、貸出件数2,654件)

・郵送による図書貸出実施（令和5年度末 登録者145名、貸出件数1,172件)

・読書体験会、製作講習会など14回　参加者数194名、読書バリアフリー啓発展示2

回（令和5年度）

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

障がい等のため図書館利用に困難がある方の読書バリアフリーを目指し、点字図書、大活字本、マルチメディアデイ

ジー、さわる絵本、布の絵本、LLブックなどの資料を収集し、対面朗読や郵送貸出のサービスを行う。また、読書バリ

アフリー普及啓発のためイベントなどを実施する。

- -

事　業　名 図書館の障がい者サービス事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 中央図書館利用サービス担当(障がい者サービス)

連絡先 06-6539-3304

FAX 06-6539-3335



番　号 21

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 〇 〇 ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

○令和5年度実績

・資料収集　令和5年度は、図書1,544冊を収集（英語・中国語(簡体字・繁体字）・

ハングル・ネパール語など）。

〈雑誌・新聞〉雑誌９言語62タイトル所蔵、　新聞８言語13紙所蔵。

・行事「いろんなことばのおはなし会」等外国語の絵本等を活用した行事の実施回数

28回　参加者678名

・展示　図書展示「いろんなことばのえほん展」（中央図書館）ほか10件

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

主に、在住・在留外国人のための資料を提供し、日本語以外を母語とする市民に開かれた図書館をめざし、資料を提供し

ている。

中央図書館閲覧室内に外国資料コーナーを設置し、主に日本語以外の言語を母語とする幼児から高齢者までを対象とした

資料提供・情報提供を行う。地域図書館においても地域の事情にあわせて外国語資料を収集し、講演会・おはなし会等を

実施する。
- -

事　業　名 外国語資料の収集

所管局区 教育委員会事務局

担当課 中央図書館利用サービス担当

連絡先 06-6539-3301

FAX 06-6539-3335



番　号 34

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 ー ー ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

文部科学省のGIGAスクール構想に伴い、令和3年度、高等学校に1人1台学習者用端末

を整備する。

また、端末整備に併せて、校内LAN環境を整備する。

※ 小中学校については、令和２年度に整備済み

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

趣旨：文部科学省の教育用コンピュータの整備基準に沿って、本市の小学校・中学校、高等学校にコンピュータを整備

し、あわせて学校教育用の高速インターネット通信回線の整備を行う。学校教育ICT活用事業における環境整備、情報教

育研修、Webページ掲載にかかわる取扱、コンピュータ教室機器更新を重点的に取り組んでいます。

―

令和3年度内に本市全ての高等

学校に、1人1台学習者用端末

を整備する。また、端末整備に

併せて、校内LAN環境を整備す

る。

事　業　名 教育用コンピューターの充実

所管局区 教育委員会事務局

担当課 学校運営支援センター

連絡先 06-6115-8082

FAX 06-6115-8161



番　号 35

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 ー 〇 ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

日時：令和５年11月18日（土）

　　　13時00分～16時00分

場所：城東区民センター（城東スギタクレストホール）

参加：当日の参加人数　243名

　　　（内訳）

　　　　・中学校からの参加人数　219名

　　　　・中学校以外からの参加人数　11名

　　　　・大阪市教育委員会事務局等からの参加人数　13名

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

　スマートフォン等（以下「スマホ」という）の使用（ゲーム、動画、SNS等）に時間を費やす児童生徒が増加し、健康・生活習

慣・学習への影響、ネットいじめ等の生活指導上の課題、犯罪被害の危険等が危惧されている。また、「スマホ依存」の問題は、今

般のコロナ禍により深刻化している。

　そこで、本市の児童生徒がスマホにおけるネットリテラシーについて考える機会を持ち、主体的に「スマホ依存」の問題に取り組

むことにより、児童生徒自身による「安全・安心な教育環境の実現」をめざす。 ー ー

事　業　名 スマホサミット　（２）①７３

所管局区 教育委員会事務局

担当課 教育活動支援担当

連絡先 6208-9174

FAX 6202-7055



番　号 37

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー ー ー ー ー

事　業　名 ソーシャルメディア（フェイスブック、ツイッター等）の活用による情報発信

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6539-3345

FAX 06-6532-8520

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

生涯学習事業や施設のお知らせなど、生涯学習にかかる情報を従来の大阪市ホームページ等での情報発信手段に加え、ツ

イッターによる情報発信を行うことにより、市民へできるだけすみやかに情報を伝達するとともに、自分にあった生涯学

習へと繋がる機会を増やし、学習者やボランティア、行事の参加者の確保を図る。

― ―

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

識字日本語教室の参加者募集や、家庭教育充実促進事業の講座、親力アップサイトへ

の新規コンテンツの掲載などについて計22回投稿し、問合せがあった。

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



38

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー ー ー ー ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

 電子図書館機能の利用促進　アクセス件数　509,365件

 インターネットアクセス件数（トップページ)　10,760,420件

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

市立中央図書館ほか23館全館をオンラインで結ぶ、図書館業務全般にわたる基盤システム。

図書館のホームページでの蔵書の予約や、利用状況の確認や電子資料（電子書籍・データベース・デジタルアーカイブ）、他機関資

料が一括検索、電子図書館機能の提供等、市民が課題解決に必要な情報に効率的にアクセスできる環境を整備する。

- -

事　業　名
図書館情報ネットワークシステム事業

（情報提供系システム）

所管局区 教育委員会事務局

担当課 中央図書館企画・情報担当

連絡先 06-6539-3325

FAX 06-6539-3337



番　号 71

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

新型コロナウイルス感染症が５類感染症へと移行したが、小学校及び義務教育学校

（前期課程）では職業講話・職場見学等、中学校及び義務教育学校（後期課程）にお

いては職場体験学習等を計画どおり実施できなかった。（実施率：小学校及び義務教

育学校（前期課程）81.3％・中学校及び義務教育学校（後期課程）94.6％）

職場体験学習を実施した中学校及び義務教育学校（後期課程）には、実施生徒用の保

険料を支援した。

職業講話の講師紹介、職場体験の受け入れ企業の選定にあたっては「関西キャリア教

育支援協議会」の協力を得ることができた。

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

・大阪市立小中学校及び義務教育学校においてキャリア教育の全体計画及び年間計画を作成し、体系的・系統的なキャリア教育を推

進する。

・「関西キャリア教育支援協議会」の「情熱教室」等、講師派遣、職場見学・体験の受け入れ先などについて支援し、児童・生徒の

職業観の醸成を図る。 － －

事　業　名 キャリア教育推進事業　（３）③２４５

所管局区 教育委員会事務局

担当課 初等・中学校教育担当

連絡先 06-6208-9186

FAX 06-6202-7055



番　号 74

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

〇 ー ー 〇 ー ー ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

・学校園からの要請により、教育委員会事務局指導部各教育ブロックグループが委員

の日程調整を行い、ケース検討会議を開くか、あるいは委員を学校園へ派遣し、ケー

ス検討会議を開催する。

・委員からのアドバイスや学校園からの質疑の受付。

・必要に応じて再度、再々度の派遣を行う。

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

　学校園が児童虐待に関して困難に直面した際に、医師、ソーシャルワーカー、臨床心理士、公認心理師、弁護士等の専門家の支援

が受けられるようにしている。

　いじめや不登校、児童虐待や暴力行為など、学校園だけでは解決が困難な事案について、医師・臨床心理士・公認心理師・弁護

士・社会福祉士・警察官経験者等の専門家を学校園の要請に応じて派遣し、支援を行います。

（1)事業内容・支援を必要とする学校園への委員の派遣

　　　　　　・ケース検討会議の開催

　　　　　　・委員全体会議での支援内容の報告

  (2)対象　　・児童虐待に対して困難に直面した大阪市立校園

　　　          ・虐待が疑われるものだけに限定せず、不登校やいじめ、児童生徒の問題行動、ドメスティックバイオレンス等につい

ても、必要があると判断した場合は支援の対象になる。

  (3)支援委員会の構成

　　　　　　・医師（精神科医）、ソーシャルワーカー、弁護士、臨床心理士、公認心理師等20名以上の委員によって構成

ー ー

事　業　名 学校問題解決支援

所管局区 教育委員会事務局

担当課 教育活動支援担当

連絡先 6208-9174

FAX 6202-7055



番　号 75

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

・全小学校で、「低学年からの英語教育」（短時間学習）の推進のために、研修を実

施

希望校を対象に訪問研修74回実施

・全小中学校にネイティブ・スピーカーを配置

　小学校高学年30.0時間、中学年14.6時間、中学校12.1時間（1学級あたりの年間平

均授業数）

・「大阪市英語力調査」を10月に全中学３年生を対象に実施

・英語体験イベント「イングリッシュ・デイ」を実施。108小学校465名の児童、39

中学校177名の生徒が参加。

・教員の指導力・英語力向上に向けた研修の実施

　英語力調査に係る事前研修（5月に1回）事後研修（2月に4回）

　英語力向上研修（小中学校教員対象）8月に2コースを4日間実施

　専科加配教員研修　4月、11月、2月に計3回実施

　英語授業力向上推進チームによる小学校巡回訪問指導 6月～2月に計244回の訪問

研修、授業参観指導等

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

小中学校９年間を見通した英語教育の取組を推進し、「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の英語４技能を総合的に

養うことにより、児童生徒の豊かな語学力・コミュニケーション能力等を育成するため、次の取組を実施する。

・「小学校低学年からの英語教育」の実施　（全小学校）

・ネイティブ・スピーカーの配置　（全小中学校）

・「大阪市英語力調査」の実施　　（中学３年生対象 年１回）

・英語体験イベントの実施　（小中学生対象）

・教員の指導力・英語力向上に向けた研修の実施

ＣＥＦＲ Ａ１レベル（英検３

級）相当以上の英語力を有する

中学３年生の割合：

55.9%以上

ー

事　業　名 英語イノベーション事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 初等・中学校教育担当

連絡先 06-6208-9197

FAX 06-6202-7055



番　号 76

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 ー 〇 〇

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

・令和５年８月５日～８月20日の期間、選考を経た10名の使節団員をスイスへ派遣

した。（公的機関表敬訪問、現地校体験、ホームステイ等）

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

スイスとの友好交流事業の一環として、両国の相互理解・友好促進を目的に派遣・受入事業を行なう。

・昭和５９年、日本・スイス修好通商条約締結１２０周年を記念して、関西日本・スイス協会の提唱で派遣が始まり、昭和６２年度

より、派遣・受入を隔年で実施している。

・活動内容：交流使節団員宅でのホームステイを活動の中心に据え、公的機関表敬訪問、現地校授業体験、各地の視察等を行う｡

・期間：派遣時・受入時ともに２週間程度。 ー ー

事　業　名 日本・スイス青少年（中学生）交流事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 初等・中学校教育担当

連絡先 06-6208-9197

FAX 06-6202-7055



番　号 77

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 ー ー ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

（１）児童生徒を対象とする事業

　特別活動等における授業時間の１単位時間または２単位時間で、学級別または学年

別等で実施した。２４区の各小学校では実施した学級数３１２０、中学校では、実施

した授業時数は２９であった。

（２）保護者等を対象とする事業

 　食育展、ＰＴＡ活動、学校給食試食会等における講演等を実施した。

（３）児童生徒および保護者を対象とする事業

　食に関する指導に関わる資料や保護者への啓発資料を各小中学校に提供した。

（４）中学校への食育を充実とする事業

　生徒向け「食育つうしん」の配付を実施した。

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

食に関する指導の充実を図るため、授業時間における児童生徒への指導、保護者への啓発活動、指導及び啓発資料の提供

を柱とした「栄養教育推進事業」を実施し、栄養教諭・学校栄養職員の専門性を生かした、「食」に関する指導の充実を

図り、子どもが自らの健康を守る食生活や食習慣を考え、実践する態度の育成を図っている。
ー ー

事　業　名 食に関する指導（栄養教育推進事業）

所管局区 教育委員会事務局

担当課 保健体育担当　給食グループ

連絡先 ６２０８－９１４３

FAX



番　号 78

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー ー ー ー ー

事　業　名 中学生国際交流事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6539-3352

FAX 06-6532-8520

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

市ＰＴＡ協議会との共催により、平成元年度よりオーストラリアのメルボルン市近郊都市との中学生の派遣と受け入れ

を、隔年で実施し、派遣・受け入れの相互交流事業を行っています。

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

令和５年度は、受け入れ校のモーニングトン校が、イースターのため休暇となり、学

校体験を組むことが出来ず、ホームステイの手配も困難であるため派遣を中止した。

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 79

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 ー 〇 ー

事　業　名 将棋大会

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6539-3352

FAX 06-6532-8520

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

将棋を通して礼儀作法を身につけ、思考力や集中力、決断力、洞察力の養成を図ることや、小学生から成人までの世代間

の交流に寄与することを目的として、小学生・中学生・成人（高校生以上）を対象に将棋大会を実施する。

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

令和５年度の第３回大阪市将棋大会は、総勢157人の参加。

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 81

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 ー ー ー

事　業　名 子どもたちへの吹奏楽普及推進事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 6549-3347

FAX 6532-8520

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

【吹奏楽講習会】

吹奏楽講習会を通じて、市立中学校の吹奏楽部に対してプロの吹奏楽演奏者が演奏指導を行う。また、同様に地域の指導者等にも指

導・助言を行い、地域における演奏活動や指導に活かす機会を設けることにより生涯学習の推進を図る。

【吹奏楽合同鑑賞会】

市内小、幼、保育所の児童・園児等を対象に吹奏楽合同鑑賞会を専門の音楽ホール等で実施することにより、吹奏楽を通じて子ども

たちの情操を豊かにし、生涯学習の推進を図る。

ー ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

令和５年度実績

【吹奏楽講習会】

　中学校吹奏楽部対象

　29校、参加者274名

【吹奏楽合同鑑賞会】

　幼稚園・保育所、小学校対象

　ザ・シンフォニーホール、いずみホール、住吉区民センター

　の３カ所で実施。

　参加者62校園、6,438名

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 82

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 ー 〇 ー

事　業　名 生涯学習における工芸制作体験普及事業（２）②１４２

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6539-3345

FAX 06-6532-8520

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

工芸制作体験・講習会を通じて、大阪の風土と歴史に育まれてきた伝統工芸品や地域の素材を生かす手仕事としての工芸を学習資源

として活用し、専門性高い指導者によるものづくりの体験や学びの機会を提供することで、多様な体験や学習の推進を図るととも

に、生涯学習の振興に資することを目的とする。小学生・中学生ならびに地域で活動している団体等に専門性の高い指導者によるも

のづくりの体験及び大阪の伝統工芸について学べるワークショップを実施する。

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

令和5年度実績

令和5年8月4日～令和6年３月2日実施

学校団体3　291 人参加（土・布・金属の各ワークショップ）

地域団体10 283人参加（陶芸・織物・糸・木工・金工の各ワークショップ）

総計13団体、総勢574名参加

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



83

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 〇 〇 ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

・幼稚園・保育所、子ども・子育てプラザ等439施設に48,160冊配本（令和5年度）

・ボランティア派遣は、290施設に1,527回実施（令和5年度）

・ボランティア数1,300名超（令和5年度当初）

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

乳幼児期から豊かな読書体験を育む機会を拡充するため、絵本など施設貸出用図書を整備し、市内の幼稚園、保育所など

へ配本・貸出を実施するとともに、読書活動支援ボランティアの派遣を行う。

- -

事　業　名 幼児期読書環境整備事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 中央図書館利用サービス担当(館外サービス)

連絡先 06-6539-3326

FAX 06-6539-3336



番　号 84

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 〇 〇 ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

・子ども一人一人の多様性や発達段階に応じた子どもの読書環境の整備・充実（市立

図書館における児童書の充実、乳幼児向け催しの実施、読書に親しむ児童生徒の育成

等）

市立図書館における児童書の貸出実施　3,222,665冊

 市立図書館から小中学校への団体貸出実施　82,348冊

・子どもの読書活動に関する普及・啓発（児童図書リスト「こどものほんだな」、電

子書籍の活用促進などＩＣＴを活用した情報発信等）

市立図書館ホームページ「こどものページ」「ティーンズのページ」の充実　アクセ

ス数　20,675件

・人と本、人と人をつなぐ場の拡大（区役所、就学前施設、学校等、地域の関係諸機

関・団体やボランティアとの連携・協力、「子どもの読書活動推進連絡会」の継続実

施等）

市立図書館と区役所等と連携事業実施　1,659回

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

｢第4次大阪市子ども読書活動推進計画｣（令和4年3月策定）に基づき、市内のすべての子どもが、さまざまな機会と場所

において生き生きと読書を楽しむことができるよう、家庭や地域、図書館、学校が連携して読書環境の整備・充実を図

る。

【教育振興基本計画、大阪市子

ども読書活動推進計画と共通】

「学校の授業時間以外に普段

(月曜日から金曜日)１日当たり

どれくらいの時間読書をします

か(教科書や参考書 漫画や雑誌

は除く ）」に対して 「読書を

全くしない」と回答する児童・

生徒の割合

【全国学力・学習状況調査】

小学校23.5％中学校44.0％(令

和7年度目標)

【第4次大阪市子ども読書活動

推進計画】

「読書は好きですか 」に対し

て肯定的に回答する児童の割合

 【大阪市 小学校学力経年調査

】

76.5%(令和7年度目標)

75.2%(令和5年度目標)

事　業　名 子どもの読書活動推進事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 中央図書館利用サービス担当

連絡先 06-6539-3326

FAX 06-6539-3336



85

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

・蔵書構成充実の取組として学校図書館の適切な蔵書構成に向けた選書支援を実施

・「大阪市学校図書館基本図書リスト」（学校図書館での所蔵が望ましい令和４年３

月末時点で入手可能な図書リスト）の提供

・全小中学校及び義務教育学校に学校司書、うち24校に主幹学校司書を配置。（主

幹学校司書は１校専任週30時間、それ以外の学校司書は週１回６時間）

・25学級以上の大規模校11校に学校司書を加配し、週２回12時間配置

・学校司書研修の実施　計7回

・「学校司書のページ」を新設し、オリエンテーションのシナリオ等、学校図書館運

営に関する情報を提供

・「市立図書館活用の手引き概要版」の作成、提供

・市立図書館と学校との連携協力による団体貸出　82,348冊、調べ学習への支援

685件

・学校図書館支援ボランティア研修、交流会の開催　26件

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

学校図書館が、読書活動における利活用に加え、授業での様々な学習における利活用を通じて、子どもたちの言語能力、情報活用能

力等の育成を支え、主体的・対話的で深い学びを効果的に進める基盤としての役割を果たすため、次の取組を実施する。

・学校図書館の蔵書の充実

・学校図書館のより効果的な活用につながる人的整備

平成27年度から「学校図書館図書整備」を行い、平成29年度末に目標を達成、平成30年度からは、幅広い分野の蔵書を揃え、読書や

学習などに活用できる学校図書館づくりのため、「蔵書構成の充実に向けた取組み」を行っている。また、平成27年度から配置した

学校図書館補助員により、学校図書館の環境整備が進んだため、令和4年度からは、学校図書館を活用した教育活動の充実に向けて、

学校図書館補助員に替えて学校司書を配置した。

-

【第4次大阪市子ども読書活動

推進計画、局運営方針共通】

(1)学校図書館貸出冊数（児童

生徒１人当たり年間貸出冊数)

小学校 38冊、中学校 6冊(令和

7年度目標)、小学校 34冊、中

学校4.5冊(令和5年度目標)

(2)「学校図書館やその蔵書を

活用した授業を計画的に行いま

したか」に対して、「週に１回

程度、または、それ以上行っ

た」又は「月に数回程度行っ

た」と回答する学級担任の割合

(%) 【大阪市小学校学力経年調

査】

80%(令和7年度目標)

74%(令和5年度目標)

事　業　名 学校図書館活用推進事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 中央図書館地域サ-ビス担当(学校図書館支援)

連絡先 06-6539-3307

FAX 06-6539-3337



ー ー ー 〇 〇 ー ー

【D】具体的な取組実績

・蔵書構成充実の取組として学校図書館の適切な蔵書構成に向けた選書支援を実施

・「大阪市学校図書館基本図書リスト」（学校図書館での所蔵が望ましい令和４年３

月末時点で入手可能な図書リスト）の提供

・全小中学校及び義務教育学校に学校司書、うち24校に主幹学校司書を配置。（主

幹学校司書は１校専任週30時間、それ以外の学校司書は週１回６時間）

・25学級以上の大規模校11校に学校司書を加配し、週２回12時間配置

・学校司書研修の実施　計7回

・「学校司書のページ」を新設し、オリエンテーションのシナリオ等、学校図書館運

営に関する情報を提供

・「市立図書館活用の手引き概要版」の作成、提供

・市立図書館と学校との連携協力による団体貸出　82,348冊、調べ学習への支援

685件

・学校図書館支援ボランティア研修、交流会の開催　26件



番　号 86

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 ー 〇 ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

(1) 資料・情報提供（団体貸出）

　①内容：各市立図書館から小・中学校等へ調べ学習、読書の時間等を支援するため

の貸出　②実績：82,348冊

(2) 資料・情報活用の支援（図書館見学、図書館での調べ学習等）

　①内容：小学校2年生を主とする学校からの図書館見学、調べ学習支援等　②実

績：　961件

(3)読書普及活動への支援

　①内容：おはなし会等の学校での実施     ②実績：2,204件

(4)職場体験学習の受け入れ

　①内容：図書館員の仕事を体験　②実績：66校

(5)学校図書館主任会への参加等

　①内容：学校図書館主任会への参加、教員研修受け入れ　②実績：184人

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

子どもの読書活動を活性化し、子どもたちの生きる力を育成するため、団体貸出などの資料・情報提供や、調べ学習などの資料・情

報活用の支援、おはなし会などの読書普及活動、職場体験学習の受け入れ、学校図書館主任会への参加等、学校への支援の充実をは

かる。また、学校図書館活用推進事業と連携し、学校図書館への支援・協力を行う。

- -

事　業　名 学校図書館への支援

所管局区 教育委員会事務局

担当課 中央図書館利用サービス担当

連絡先 06-6539-3326

FAX 06-6539-3336



番　号 90

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 〇 〇 〇

事　業　名 【施設】キッズプラザ大阪

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先

FAX

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

次代を担う子どもたちの個性と可能性を最大限に伸ばし、心身ともに健やかに育むことを目的とし、子どもの文化の情報発信・交流

拠点となる遊体験型学習施設「子どものための博物館」として設置しています。体験型幼児教育施設として学校園や家庭等では得が

たい楽しい遊びや体験を通して創造性を培い、可能性や個性を伸長する学びの機会を提供します。

－ －

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

 コーナー事業（自然科学・文化・社会・デジタル体感ひろばアクアなど）

 プログラム事業（わいわいスタジオ・コンピューター工房・キッズラボ・音響スタ

ジオ・創作工房）

イベント・ホール事業（企画展・長期休みにかかるイベント等）

《令和５年度利用実績（年間利用者数等）》

入館者数：個人３３９，７２３人／団体８0，８０７人

合計４２０，５３０人

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 143

 

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー 〇 〇 ー ー ー

事　業　名 たそがれコンサート

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6539-3347

FAX 06-6532-8520

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

夏の夕刻時に、大阪城音楽堂において、陸上・海上・航空自衛隊、オオサカ・シオン・ウィンド・オーケストラなどの各

専門団体により、クラシックやポピュラー音楽などのコンサートを実施します。また、中学生を対象に吹奏楽演奏を行う

機会を設け、次代の音楽文化の担い手を育成するとともに、幅広い市民に生の音楽演奏を聴く機会を提供し、生涯学習の

普及振興を図ります。
ー ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

令和５年度実績

実施日時：７月12日～８月23日（毎週水曜）

19時～20時　全７回

対象：一般市民

入場料：無料　　入場者数：のべ9,517名

ライブ配信視聴者数：のべ11,875名

中学校出演20校（井高野、東淀、鯰江、柴田、今津、淀川、新東淀、旭陽、

阿倍野、高倉、大池、桜宮、東我孫子、本庄、三稜、今市、大領、相生、

平野、放出）

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 145

 

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー 〇 ー 〇 〇 ー 〇

事　業　名 人権啓発普及事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先

FAX

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

ＰＴＡをはじめとする社会教育関係団体を主な対象として、人権に関する認識を深め、人権が尊重されるまちづくりを目

指し、市民が主体的な学習活動を推進できるよう、講演会、研修会を実施するとともに、人権学習プログラムを開発し提

供するほか、啓発資料の作成・配布やメディアの利用などを通じて人権教育・啓発を普及奨励します。

根拠となる法令・条例等：大阪市人権行政基本方針、大阪市人権尊重の社会づくり条例

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

（１）ＰＴＡ・社会教育関係団体対象人権学習会促進事業講演会

①実施時期：令和５年4月～令和６年3月②対象：ＰＴＡをはじめとする社会教育関係

団体③実施場所：社会教育施設等④内容：市民に対し、自主的な学習活動の促進を図

ることを目的とした講座を実施する。⑤令和５年度実績：２講座　のべ参加者数65人

・「LGBTQ＋を考える～こどもたちの性の多様性について考えよう～」

日時：令和５年10月28日　　　　　　　　　　場所：大阪市立中央図書館

・「学校でできる自殺予防教育」

日時：令和６年１月26日　　　　　　　　　　場所：大阪市立中央図書館

（２）啓発資料作成

①人権絵本（大型版）

「はーと＆はーと」大型絵本『見とってな！けんた！』28冊を作成し、図書館等に配

布

②人権学習eラーニングコンテンツ

eラーニングコンテンツ「LGBTQ＋を考える～こどもたちの性の多様性について考え

よう～」を作成し、HPに掲載

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 149

 

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー 〇 ー 〇 〇 〇 ー

事　業　名 識字推進事業　（１）①１９

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6539-3345

FAX 06-6532-8520

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

国際化の進展による新たな外国籍住民および様々な理由により義務教育を十分に受けられなかった人など、様々な理由か

ら日本語の読み書き、会話等に不自由している方々に対し学習機会を提供し、社会参加促進を図ります。また、教室運営

や学習支援・社会参加のための人材育成を行い、総合的な識字・日本語学習の推進を図ります。

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

（１）識字施策の推進

 大阪市の識字・日本語学習支援体系の充実に向けて、有識者等から意見をいただき

ながら、識字・日本語事業の総合的な企画調整を図った。また、今日ますます多様

化・高度化する識字問題に対応するため、関係機関等との連携を図り、資料・情報の

収集・提供や、市民向けのリーフレット作成等の啓発活動等を行い、識字・日本語事

業の充実を図った。

（２）識字・日本語指導者養成事業

・識字・日本語教室でのボランティア希望者および、すでに教室で活動しているボラ

ンティア講師を対象とした研修を実施。

　①実施講座数：5講座

　②実施場所：総合生涯学習センター等

　③受講者数：のべ358人

（３）識字・日本語教室の開設

　①開設教室数：40教室

　②開設場所：市内小・中学校等31か所

　③受講者数：のべ2,289人（登録者数296人）、ボランティア講師：のべ2,324人

（登録者数213人）

（４）新たな識字・日本語教育体制の構築

　有識者による会議の開催や、関係機関とのネットワークの構築をとおして、教室運

営や多様な学習者への日本語学習の方法など、各識字・日本語教室における課題に対

する相談体制の充実や、総合的な体制づくり に向けた取り組みを進めた。

　　　　・「総合調整会議」、「新たな識字・日本語学習体制検討会議」の実施（計

2回）

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 151

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー 〇 ー ー ー 〇

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

（1）資料情報提供

・ビジネス調査コーナー(中央図書館3階)

・ビジネス書コーナー(中央図書館2階)

・しごと支援コーナー(地域図書館全館)

・商用データベース

・電子書籍

・ビジネス支援サービス案内動画公開

（2）ビジネス講座の開催

5回実施、参加者数141人

・各種専門機関と連携した講座

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

図書館で所蔵するさまざまな資料やデータベース等を活用し、起業・雇用・就業も含め、「ビジネス」にかかわる情報収

集、課題解決を支援する。

- -

事　業　名 図書館機能を活用したビジネス支援サービス

所管局区 教育委員会事務局

担当課 中央図書館利用サービス担当

連絡先 06-6539-3302

FAX 06-6539-3335



番　号 152

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

〇 〇 〇 ー ー ー ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

・参考図書の拡充、整備

調査研究用図書の蔵書新規受入冊数：令和5年度　1,598冊

調査相談件数　：令和5年度　656,738件

・電子図書館機能の維持による豊富な情報検索環境提供

電子図書館機能アクセス数：令和5年度　509,365件

・国立国会図書館レファレンス協同データベース事業への参加等、類縁機関との連

携・協力によるサービスの充実と高度化

当館レファレンス事例アクセス件数　令和5年度　 569,751件

・職員向け調査相談サービスによる施策立案､情報収集等支援　令和5年度　783件

・テーマ別「調べかたガイド」リーフレット発行による調べものの利便性向上　令和

5年度末　計30種類

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

市民からの幅広い調査相談に迅速、的確に対応し、 市民一人ひとりが、自ら課題解決に積極的に取り組めるよう支援す

る。

根拠となる法律・条令である図書館法第２条では「図書館」とは、図書、記録その他必要な資料を収集、整理し保存し

て、一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資することを目的とする施設と述べられてい

る。
- -

事　業　名 調査相談サービス

所管局区 教育委員会事務局

担当課 中央図書館利用サービス担当

連絡先 06-6539-3302

FAX 06-6539-3335



番　号 153

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

(1) 図書館フェスティバルの開催

　①内容：読書週間にあわせ、講演会、ワークショップ、人形劇などを実施

　②実績：参加者数　3,761名

(2)中央図書館で連続講座・国際交流講演会などを実施

　①内容：大阪関係についての連続講座、身近に国際交流に触れる国際交流講演会等

の様々な事業を実施

　②実績：参加者数　10,186名

(3)地域図書館で郷土史講演会、読書会等の様々な事業を実施

　実績：参加者数　48,145名

(4)資料展示

　内容：図書館で所蔵する資料や市民の作品などの展示を実施

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

新しい利用者の利用促進を図るため、今日的なテーマ、市民の興味関心の高いテーマで、さまざまな事業を開催するな

ど、読書活動の普及・推進を図る。また、地域の関係施設や団体等とも連携を深めながら読書普及につながる事業を実施

する。

- -

事　業　名 読書支援事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 中央図書館利用サービス担当

連絡先 06-6539-3326

FAX 06-6539-3336



番　号 154

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

〇 〇 〇 ー ー ー 〇

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

(1) 教育センター研修

　①実施時期：７月～２月

　②対　　象：全市校園の教職員

　③実施場所：教育センター 等

　④内　　容：コンプライアンス・人権教育研修、学級集団づくり研修、人権教育集

中講座、日本語指導が必要な子どもの教育研修、自尊感情を育む仲間づくり研修

　⑤令和５年度実績：実施回数７回、参加者数　のべ10,552名

(2) 地域研修

　（教職員地域研修推進委員会・大阪市立幼稚園教職員人権教育研修委員会）

　①実施時期：６月～２月

　②対　　象：当該地域の希望する教職員

　③実施場所：当該地域の学校園および社会教育施設等

　④内　　容：多文化共生、平和学習、インクルーシブ教育、障がい者問題、人権学

習ファシリテーション、幼児期における支援　等

　⑤令和５年度実績：実施回数58回、参加者数　のべ16,020名

(3) 校園研修（各校園）

　各校園では、課題を明確にして、実態に応じたカリキュラムを作成するなど、組織

的・計画的に研修を実施している。

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

「人権教育基本方針」ならびに「大阪市教育振興基本計画」に基づき、教職員自らが豊かな人権感覚を養い、人権尊重の

教育を推進する意欲と実践指導力の向上を図るため、人権教育の研究・研修を充実していきます。
ー ー

事　業　名 教職員人権教育研修

所管局区 教育委員会事務局

担当課 総合教育センター

連絡先 6718-7457

FAX



番　号 182

 

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 〇 〇 〇

事　業　名 【施設】クラフトパーク

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先

FAX

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

「出会いのよろこび」「学ぶ楽しさ」「創るよろこび」をコンセプトに、木工・染色・織物・金工・ガラス・陶芸と多彩

な分野の工房に充実した設備を備え、人それぞれの心にある“自分の手で何かをつくってみたい”という願いに応える、手

づくり工芸の総合施設です。

講座受講者満足度

80％以上

イベント参加者満足度

平均80%以上

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

・教室事業：クラフトの各分野の技能を習得できる場として、本格的な設備を有する

９つの工房で創作教室（基礎・本科・専科コース）や体験教室等を開催する。

・貸室事業：展示室では、個展、グループ展会場として貸し展示室を実施。クラフト

ホールでは、発表会、研修、講演会等会場として貸しホールを実施。

・収集展示事業：創造空間「遊」や展示室を利用して、長吉長原地域の埋蔵文化財

（土器など）大阪の伝統芸能（河内木綿、大阪欄間、浪速錫器等）の常設展示や、講

師・指導者等の作品発表会や企画展示等を実施。

・情報発信事業：ホームページでの情報発信、出張体験教室等のイベントによる広報

を実施。

・その他の事業：施設外での出前講座、出張体験等、ネットワークを活かした事業、

地元と共催による交流イベント等、大学・企業との連携事業を実施。

・こどもからおとなまで安心して学びに取り組めるよう、新型コロナウイルス感染予

防対策を徹底のうえ、各種事業を実施。

《令和５年度利用実績（年間利用者数等）》

  　４２，２５７人

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 183

 

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

〇 ー ー 〇 ー 〇 ー

事　業　名 【施設】大阪城音楽堂

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6947-1197

FAX 06-6947-5731

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

市民の情操教育及びレクリエーション運動の普及向上を図るため、音楽の演奏その他の行事を行うことを目的として設置

された施設で、音響・照明設備を備え、音楽、講演会など各種の催しに広く利用されている野外施設です。

年間利用件数

80件（令和5年度は工事）

満足度85％

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

《実施事業の概要》

 　大阪城音楽堂の設置目的に沿い、広く市民に開放された音楽イベント施設とし

て、教育委員会主催事業の他、音楽・講演会等の各種催しに利用された。

《令和５年度利用実績》

　利用件数：101件

　利用者数101,328人

満足度：88.9％

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 184

 

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

事　業　名 【施設】大阪国際平和センター（ピースおおさか）

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6947-7208

FAX 06-6943-6080

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

  「大阪空襲の犠牲者を追悼し、平和を祈念するとともに、空襲を中心に大阪の人々の戦争体験に関する情報及び資料の

収集、保存、展示等を通じて、戦争の悲惨さ及び平和の尊さを次の世代に伝え、平和を願う豊かな心を育み、もって世界

平和に貢献する」ことを目的に設置されている大阪国際平和センターの運営補助を行います。

大阪市内に居住する小中学生を

はじめとする多くの市民に、

「大阪中心」・「子ども目線」

で「平和を自分自身の課題とし

て考えられる」ような展示を通

して、戦争の悲惨さや平和の尊

さを伝え、平和を願う豊かな心

を育む機会が提供されている状

態。

・平和寄付金収入の　確保

・入館者1人あたりの事業費の

抑制

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

□ 特別展示事業

・「むかしのくらしー昭和・戦時期の人々の生活ー」特別協力：国立民俗学博物館

・「＃HereIstand我ここに立つーマルティン・ルター、宗教改革とそれがもたらしたもの」協

力：大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事館

・「沖縄の学童疎開船「対馬丸」事件　いま生きる私たちへのメッセージ」協力：公益財団法

人対馬丸記念会

・「特攻ー知覧・万世に遺された若者たちの思いー」協力：知覧特攻平和会館、万世特攻平和

祈念館

□ 企画事業

・ 平和祈念事業

　（ 終戦の日平和祈念事業（台風のため中止）、開館の日平和祈念事業、開戦の日平和祈念事

業、大阪大空襲平和祈念事業）

・ ウィークエンド・シネマ、親子まつり【ゴールデンウイーク、夏休み、春休み】

・府政学習会（大阪府府政情報室との連携事業）（今年度は開催なし）

□その他の事業

・「大阪市自動絵画・版画作品展」、生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪2023（大阪

市都市整備局企画部住宅政策課事業への協力）

□出前事業

・大阪市立中央図書館外６市立図書館（大阪府立図書館（中之島・本館）、大阪市立総合生涯

学習センター、大阪府庁本館）

□ 資料収集・提供

・ 資料の収集、 平和学習資料の貸出（写真パネル、空襲体験画、ビデオ、DVD、16ミリフィ

ルム等の貸出）、平和学習用デジタルコンテンツの作成、収蔵品管理と情報提供、平和学習協

力者の派遣（R5で廃止））

□ 広報・啓発

・ホームページの運営、様々な広報媒体による広報、Wi-Fiの設置、大阪空襲死没者名簿（原

簿）・銘板の管理、大阪空襲死没者を追悼し平和を祈念する「刻の庭」の管理運営

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 185

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー ー ー ー ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

(1) 図書館資料の収集整理

     図書（年間約１２０,０００冊）と雑誌その他の資料の収集整理。検索用データの整備等。

(2) 利用サービス事業

   ①資料の閲覧及び貸出

   ②調査相談業務

   ③市立図書館全館のオンラインシステムとインターネット技術を活用した情報提供サービ

ス。

   ④地域の読書環境整備事業

   ⑤子どもの読書普及事業

   ⑥障がい者サービス、外国資料コーナーの充実・利用促進、ビジネス支援、読書普及のため

の行事、展示等の事業を実施。

(3)自動車文庫事業

　2台で、月1回市内の巡回場所をで貸出等実施

　令和5年度ステーション数 103か所

(4) 市史編纂事業

     平成8年に完結した「新修大阪市史」（本文編全10巻）を史料で裏付け補完する「史料編」

を編集、刊行している。また、市史紀要「大阪の歴史」「大阪市史史料」(各1冊)、「編纂所だ

より」(年2回)を発行。

　 図書館事業での展示の実施や講座・講演に講師を派遣している。

《令和5年度利用実績（年間利用者数等）》    令和5年度年報参照

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

大阪市立図書館は、西区の中央図書館と、西区以外の各区に一つずつの地域図書館を合わせて計24館あり、大阪市すべて

の図書館は、市民の役に立てるよう努めている。また、図書館から遠い地域には、自動車文庫車2台を運行して図書の貸

出を実施している。

【教育振興基本計画と共通】市

立図書館来館者数とホームペー

ジのアクセス件数の合計

1680万件(令和7年度目標)

【局運営方針】市立図書館来館

者数とホームページのアクセス

件数の合計　1618万件(令和5

年度目標)

事　業　名 【施設】中央図書館及び地域図書館

所管局区 教育委員会事務局

担当課 中央図書館利用サービス担当

連絡先 06-6539-3326

FAX 06-6539-3336



番　号 191

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー ー 〇 〇 ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

・高齢者施設22施設に28,324冊配本（令和5年度）

・ボランティア派遣は、216回実施（令和5年度）

・ボランティア数約500名（令和5年度当初）

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

図書館への来館が困難な高齢者に対して、本に触れることで生活に生きがいと潤いをもたらすことを目指し、高齢者施設

に図書配本と、読書活動支援ボランティアの派遣を行う。

- -

事　業　名 高齢者読書環境整備事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 中央図書館利用サービス担当(館外サービス)

連絡先 06-6539-3326

FAX 06-6539-3336



番　号 210

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー 〇 〇 ー 〇 〇 ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

１．生涯学習推進員養成講座等

　○養成講座　生涯学習ルーム運営委員長の推薦を受けた方について、生涯学習推進

員としての基礎的な知識を学び、施設見学や先輩の推進員を囲んでの意見交換などを

行う。修了者については、翌年度当初に「大阪市生涯学習推進員」として委嘱する。

（任期３年）

     令和５年度　基本科目から、４科目受講　計４１名が修了

（令和４年度　基本科目から、３科目受講　計３４名が修了）

    ○生涯学習推進員３年次研修（委嘱後３年ごとに受講）

　　令和５年度　基本科目から、３科目（３・６年次）、2科目（9年次）、1科目

（12年次以上）受講　計３５９名が修了

　　（令和４年度　基本科目から、２科目（３・６年次）、1科目（9年次以上）受

講　計３０３名が修了）

    ○令和５年４月現在委嘱者数　１，０９８名（令和４年度　１,１５０名）

２．生涯学習推進員の活動内容

       ①各種地域生涯学習事業への参画と協力を行う。

       ②市民が学習を進めるために必要な相談や情報提供を行うことを通じて、 生涯

学習についての啓発を行う。

       ③市民の学習ニーズや指導者等の人材の発掘を行い、生涯学習事業に反映させる

　　　　　とともに、活性化を図る。

       ④その他、生涯学習の振興のために支援・協力を行う。

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

地域の学習拠点としての生涯学習ルーム事業の振興をはじめ、地域生涯学習事業への参画・協力、学習相談や情報提供を

通じて生涯学習の啓発・学習ニーズや人材発掘など、生涯学習振興のための支援・協力を行うなどコーディネーターとし

ての役割を果たす人材を養成します。

ー ー

事　業　名 生涯学習推進員養成事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6539-3347

FAX 06-6532-8520



番　号 211

 

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー 〇 〇 〇 〇 〇 ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

令和5年度

対面研修　　　　科目数：9

　　　　　　　参加人数：計　36名

動画視聴研修　　科目数：７

　　　　　　　参加件数：２２件

「小学校教育協議会－はぐくみネット－」事業・学校元気アップ地域本部事業合同実

践報告会　　参加人数：18名

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

身近な「小学校区」において教育コミュニティづくりに携わる「はぐくみネットコーディネーター」を対象に生涯学習推進員研修と

合同で研修を実施する。

‐ ‐

事　業　名 はぐくみネットコーディネーター研修事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先

FAX



番　号 214

 

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇

事　業　名 識字・日本語指導者養成事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6539-3346

FAX 06-6532-8520

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

識字・日本語学習活動をより充実した形で推進するため、識字・日本語教室の担い手であるボランティアを中心とした指

導者の養成を行う。新たなボランティア希望者に対して「入門講座」を、すでに活動に参加しているボランティアを対象

に、生活に根ざした学習支援や多文化共生などの人権感覚の向上をめざす「ステップアップ講座」と実践的な学習方法に

ついての知識や技術の向上をめざす「スキルアップ講座」を開催、また識字・日本語の活動に参加している人々の交流と

情報交換の場として「しきじ・にほんごカフェ」を開催する。
― ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

①識字・日本語交流ボランティア入門講座全5回を年間3期開催。参加者：29、21、

29人

②識字・日本語ボランティアのためのステップアップ講座全3回、参加者：17、23、

26人

③識字・日本語ボランティアのためのスキルアップ講座全10回、参加者：18人

④しきじ・にほんごカフェ全6回、参加者：24(1)、８(0)、10(1)、10(0)、16(0)、

43(0)

※(　)はライブ配信視聴数

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 215

 

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー 〇 〇 〇 〇 〇 ー

事　業　名 親力アップサポーター養成事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6539-3348

FAX 06-6532-8520

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

今日の子どもや親を取り巻く環境の変化の中で、親子や家族の関係をより豊かなものにしていくけっかえづくりとして、

子育てについて地域で交流し、考え、ともに学びあう活動を推進するファシリテーター「親力アップサポーター」の入門

講座を実施する。また、入門講座修了者がファシリテーターとして実際の活動に参加する。

ー ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

①親力アップサポーター入門講座　全５回実施、参加者：25人

②親力アップサポータースキルアップ研修　全２回実施、参加者：27、23人

③親力アップサポーター活用事業　4月:３回実施、12人参加。5月:５回実施、18人参

加。6月:4回実施、14人参加。7月:2回実施、7人参加。8月:11回実施、131人参加。9

月:4回実施、14人参加。10月:５回実施、14人参加。11月:３回実施、８人参加。12月:

７回実施、42人参加。１月:3回実施、15人参加。2月:５回実施、9人参加。3月:3回実

施、17人参加。

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 216

 

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー 〇 〇 ー ー ー ー

事　業　名 PTA指導者育成事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先

FAX

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

ＰＴＡが社会教育団体としての活動を活発にし、組織の強化・充実を図るため、各区・単位ＰＴＡにおける指導者の資質

向上を図ることを目的として実施しています。

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

○ＰＴＡテーマ別研修

①実施時期：5月13日、10月12日、2月21日

②対　　象：ＰＴＡ会員

③内　　容：組織運営や複合的な課題（社会的課題等）など総合的な観点からテーマ

を抽出し学習するとともに、会員相互が情報共有・意見交換を行う場を設ける。

④令和５年度実績：参加者294名、Web配信は人数不明。

　

○各区ＰＴＡ地域教育活動研修

①実施時期：５月～３月

②対　　象：単位ＰＴＡ役員および実行委員のＰＴＡ指導者

③内　　容：活動を行う上で理解しておくことが必要な基本知識や現状認識、区の状

況などに関する学習（研修）の機会を提供し、資質向上を図る。

④令和５年度実績：参加者479人

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



217

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 〇 〇 ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

・幼児期図書ボランティア入門講座（市民学習センター実施分を含む）42回　329名

・幼児期図書ボランティアステップアップ講座　3回　261人

・高齢者図書ボランティア入門講座（市民学習センター実施分を含む）9回　100名

・高齢者図書ボランティアステップアップ講座　2回　70人

・ブックスタート入門講座　2回　26名

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

幼児期読書環境整備事業、高齢者読書環境整備事業、ブックスタート事業ほか、図書館事業を支える読書活動支援ボラン

ティアの養成を行う。

- -

事　業　名 読書活動支援ボランティアの養成

所管局区 教育委員会事務局

担当課 中央図書館利用サービス担当(館外サービス)

連絡先 06-6539-3326

FAX 06-6539-3336



番　号 234

 

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

事　業　名 家庭教育充実促進事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6539-3348

FAX 06-6532-8520

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

市民や関係職員を対象に、家庭教育に関する講座などを実施しています。

https://www.city.osaka.lg.jp/kyoiku/page/0000121316.html

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

①実施時期：令和5年8月～令和6年３月

②対　　象：市民や関係職員

③実施場所：社会教育施設等

④内　　容：市民や関係職員に対し、家庭教育に関する講座等をおこなった。

⑤令和5年度実績：講座数10回　のべ参加者数　　225人

・「子どもと保護者でいっしょに学ぶ読書感想文講座」

　　　日時：令和５年８月９日

　　　場所：総合生涯学習センター

         参加者：11人   (一時保育利用1名）

   ・「スキルアップサロン①豊かな暮らしを叶えるライフプラン」

　　　日時：令和５年１０月３１日

　　　場所：総合生涯学習センター

　　参加者：16人(一時保育利用3名）

・「STEAM教育」

　　日時：令和５年11月14日

　　場所：総合生涯学習センター

　参加者：32人（一時保育利用６名）

・「スキルアップサロン②仕事と育児の両立の悩みを解消」

　　　日時：令和５年11月16日

　　参加者：10人（一時保育利用3名）

・「子育てコーチング」

　　　日時：令和５年11月28日

　　　場所：総合生涯学習センター

　　参加者：31人（一時保育利用５人）

・「第３回スキルアップサロン　教育費いくらかかる？どう備える？～支援制度・貯金・NISA」

　　　日時：令和５年12月１日

　　　場所：梅田サウスカンファレンスルーム

　　参加者：23人（一時保育利用　人）

・「キッズマネーすごろく」

　　　日時：令和６年１月５日

　　　場所：キッズマネーすごろく

　　参加者：１３人（一時保育利用　２人）

・「入学準備講座」

　　　日時：令和6年2月1日

　　　場所：総合生涯学習センター

　　参加者：20人（一時保育利用５人）

・「子どもに伝わるほめ方、叱り方」

　　　日時：令和6年３月26日

　　　場所：総合生涯学習センター

　　参加者：13人（一時保育利用５人）

【職員対象研修】

・「アンガーマネジメント」

日時：令和6年3月11日

場所：総合生涯学習センター

参加者：56人

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



〇 〇 ー 〇 ー 〇 〇

【D】具体的な取組実績

①実施時期：令和5年8月～令和6年３月

②対　　象：市民や関係職員

③実施場所：社会教育施設等

④内　　容：市民や関係職員に対し、家庭教育に関する講座等をおこなった。

⑤令和5年度実績：講座数10回　のべ参加者数　　225人

・「子どもと保護者でいっしょに学ぶ読書感想文講座」

　　　日時：令和５年８月９日

　　　場所：総合生涯学習センター

         参加者：11人   (一時保育利用1名）

   ・「スキルアップサロン①豊かな暮らしを叶えるライフプラン」

　　　日時：令和５年１０月３１日

　　　場所：総合生涯学習センター

　　参加者：16人(一時保育利用3名）

・「STEAM教育」

　　日時：令和５年11月14日

　　場所：総合生涯学習センター

　参加者：32人（一時保育利用６名）

・「スキルアップサロン②仕事と育児の両立の悩みを解消」

　　　日時：令和５年11月16日

　　参加者：10人（一時保育利用3名）

・「子育てコーチング」

　　　日時：令和５年11月28日

　　　場所：総合生涯学習センター

　　参加者：31人（一時保育利用５人）

・「第３回スキルアップサロン　教育費いくらかかる？どう備える？～支援制度・貯金・NISA」

　　　日時：令和５年12月１日

　　　場所：梅田サウスカンファレンスルーム

　　参加者：23人（一時保育利用　人）

・「キッズマネーすごろく」

　　　日時：令和６年１月５日

　　　場所：キッズマネーすごろく

　　参加者：１３人（一時保育利用　２人）

・「入学準備講座」

　　　日時：令和6年2月1日

　　　場所：総合生涯学習センター

　　参加者：20人（一時保育利用５人）

・「子どもに伝わるほめ方、叱り方」

　　　日時：令和6年３月26日

　　　場所：総合生涯学習センター

　　参加者：13人（一時保育利用５人）

【職員対象研修】

・「アンガーマネジメント」

日時：令和6年3月11日

場所：総合生涯学習センター

参加者：56人



番　号 235

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー 〇 〇 〇 ー 〇 〇

事　業　名 家庭教育振興事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 06-6539-3348

FAX 06-6532-8520

(ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

子どもの健やかな育成と家庭や地域の教育力向上のための事業を実施します。

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

　子どもの健やかな育成のために、学校教育はもとより、地域や家庭における子ども

のしつけ、道徳、子育てを地域全体で見守るネットワークづくりが大切であることか

ら、家庭教育および地域での子育てや教育力の向上を進める事業として実施した。

令和4年度実績：9講座　のべ参加者数270人

　 ・  「子育てパパ向け　絵本のよみきかせを知る！わかる！できる！講座」

日時：令和4年2月11日

場所：総合生涯学習センター

参加者：26人

・  「親子で挑戦　ことば遊びを楽しもう！」他

日時：令和4年8月3日～令和5年3月11日

場所：阿倍野市民学習センター

参加者：のべ145人

・  「春の親子食育セミナー　なるほどがいっぱいカカオチョコレート教室　チョコ

レートのお話＋オリジナルマーブルビッグを作ろう！」他

日時：令和4年4月4日～令和5年3月30日

場所：難波市民学習センター

参加者：のべ99人

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画



番　号 244

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー ー ー 〇 〇 〇 ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

平成21年度に８中学校区で試行実施を開始し、平成22年度は24中学校区に拡大して

試行実施を継続。平成23年度から76中学校区で本格実施し、平成25年度は市内全中

学校区で実施。また平成26年度からは、地域コーディネーター制により実施してい

る。

学校支援ボランティア登録者数は2,600名（令和5年度3月現在）。

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

中学校区に、学校と地域をつなぐ調整役として「地域コーディネーター」を配置し、学校の課題に応じて、地域人材や社会資源を活

かして、学校・家庭・地域の組織的な連携のもと、地域社会全体で子どもを育てる仕組み「学校元気アップ地域本部」を設置してい

ます。

中学校区に、学校・家庭・地域が組織的に連携するしくみをつくり、学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの参加を得て、より効果的な学校支援による学

力向上や地域コミュニティづくりを進めています。

「地域学校協動活動本部やコ

ミュニティ・スクールなどの仕

組みを生かして、学校の美化、

保護者や地域の人との協働によ

る活動を行いましたか」に対し

て、肯定的に回答する中学校の

割合

令和7年度目標値７７％

ー

事　業　名 学校元気アップ地域本部事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 教育活動支援担当

連絡先 ０６-６２０８-９１８２

FAX ０６-６２０２-７０５５



番　号 245

 

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

新型コロナウイルス感染症の影響で、小学校及び義務教育学校（前期課程）では職業

講話・職場見学等、中学校及び義務教育学校（後期課程）においては職場体験学習等

を計画どおり実施できなかった。（実施率：小学校及び義務教育学校（前期課程）

62.5％・中学校及び義務教育学校（後期課程）93.8％）

職場体験学習を実施した中学校及び義務教育学校（後期課程）には、実施生徒用の保

険料を支援した。

職業講話の講師紹介、職場体験の受け入れ企業の選定にあたっては「関西キャリア教

育支援協議会」の協力を得ることができた。

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

大阪市立小中学校及び義務教育学校において、発達段階に応じたキャリア教育を実施する。

ー ー

事　業　名 キャリア教育推進事業　（２）①７１

所管局区 教育委員会事務局

担当課 初等・中学校教育担当

連絡先 06-6208-9186

FAX 06-6202-7055



番　号 246

 

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

ー 〇 〇 ー 〇 〇 ー

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

・区役所の生涯学習担当者を対象とした連絡会議

５回

・各区代表の生涯学習推進員を対象とした連絡会議

10回

・管理職に向けた地域学校協働活動に関する研修の実施

1回

・教育フォーラムにおける分科会の実施　１回

・地域学校協働活動について本市ホームページに掲載

・地域と学校が、地域学校協働行動活動の意義や目的を共有するためのリーフレット

配布

・区役所職員向け　はぐくみネット手引き作成・配布

・はぐくみネット・学校元気アップ地域本部合同実践報告会　１回

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

地域社会の共有財産である学校を核とし、地域社会の中で子どもの健全な発達をめざす「教育コミュニティづくり」を、

区役所と連携し、さまざまな取組を通して学校教育支援につながるよう、支援を進める。この推進にあたり、関係する当

事者が意義や目的を共有することが大切であるため、先進事例の情報収集、発信をしながら地域への周知、コーディネー

ト人材への研修も行う。合わせて学校においても教職員の理解を促進する研修等の取組についても進めていく。

‐ ‐

事　業　名
区や地域における生涯学習支援

（教育コミュニティづくり支援）

所管局区 教育委員会事務局

担当課 生涯学習担当

連絡先 ０６－６５３９－３３４７

FAX ０６－６５３２－８５２０



番　号 265

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

内　　容：古代～近世の土器、瓦、陶磁器等の出土品と説明・写真パネルを展示

実施場所：市内29カ所

◇北区　太融寺ほか(計2ヵ所)

◇此花区　環境局舞洲工場

◇中央区 　エル・おおさか、くすりの道修町資料館ほか（計11ヵ所）

◇生野区　区役所展示コーナー

◇旭区　区民センター郷土史料室

◇阿倍野区　区民センターほか(計2ヵ所）

◇住吉区　大阪市立大学、我孫子南中学校(計2ヵ所)

◇平野区　区役所区民ギャラリー、瓜破会館、クラフトパーク、環境局平野工場、加

美東小学校、川辺小学校、平野区民センター(計7ヵ所)

◇東住吉区　区画整理記念会館

◇西成区　特別養護老人ホーム

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

中央区・住吉区・平野区など多くの遺跡を有する区を中心に、郷土史やまちづくりをテーマとして活動する団体・ＮＰＯ

や公共機関（区役所、図書館）と文化財協会とが協働して、地域の歴史を考える講座や展示・ワークショップを行い、市

内の公共機関や学校の展示スペース、民間建築物のエントランスホール等において、発掘調査により出土した地元の資料

を中心に、地域の歴史や自然環境・リサイクルをテーマとした展示を行っています。

事　業　名 街角ミュージアム

所管局区 教育委員会事務局

担当課 文化財保護課

連絡先 6208-9169

FAX 6201-5759



番　号 266

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

《事業の概要》

　①実施時期：10月～12月の期間に実施。

　②対　　象：市民

　③実施場所：大阪市内各所

　④内　　容：「大阪の歴史再発見」と題し、大阪の歴史や文化に関する

様々なテーマで、専門家や本市学芸員による講演会・見学会を行う

　⑤令和5年度実績：全1回（対令和4年度比20％）

参加者 計43名（対令和4年度比　24％）

【第1回】「大阪の近代化遺産を訪ねる－小西朝陽館－」参加者43名

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

大阪の歴史と文化財により親しんでいただくために、「大阪の歴史再発見」と題し、大阪の歴史や文化に関する様々な

テーマで、専門家による講演と本市学芸員の解説による見学会を開催し、文化財への理解を深めるとともに、市民文化の

向上に努めます。

事　業　名 大阪の歴史再発見事業

所管局区 教育委員会事務局

担当課 文化財保護課

連絡先 6208-9169

FAX 6201-5759



番　号 267

業績① 業績② 業績③ 業績④ 業績⑤ 業績⑥ 業績⑦

サポート実施
人権課題社会的

課題

オンライン講

座・研修

子ども・

青少年

ボランティア・ス

キルアップ

交流・

つながり

大学・企業・

NPO連携

【D】具体的な取組実績 実施回数、参加人数など

夏：R5.8.19～21　113名

秋冬：R5.12.2　76名

春：R5.3.2　102名

依頼を受けて臨時公開　2回　5名

R5年度　7日間公開　計296名

【P】事業計画 事業目的、事業内容、実施計画 (ァ)計画指標・目標値 (イ)その他成果指標・目標値

《趣旨・目的》

森の宮遺跡は、上町台地の東斜面に位置する縄文時代から近世までの複合遺跡です。遺跡から発掘された縄文～弥生時代

の土器や豊臣氏の大坂城の軒瓦などを、出土した現地で見ていただけるよう、展示室を1年間に数日、一般公開していま

す。

《事業の概要》

①実施時期：春・夏・秋に計5日

②対象：市民

③実施場所：森の宮遺跡展示室

（森ノ宮ピロティホール地下階）

④内容：森の宮遺跡からの出土品（原始～古代の土器、瓦等）説明展示

事　業　名 森の宮遺跡展示室の一般公開

所管局区 教育委員会事務局

担当課 文化財保護課

連絡先 6208-9169

FAX 6201-5759


